
三好市交流拠点施設整備基本計画
三好市防災フェアを開催します
コミュニティ助成事業の募集
予防接種のおしらせ
情報ひろば
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はじめまして

「地域おこし協力隊」です

MIYOSHI  CITY  PUBLIC  INFORMATION

TOP 4P
6P
8P
12P
22P

今月の主な内容

オオムラサキが西山幼稚園で羽休め（21Pに掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり



【 
連
載 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
＊
活
動
報
告
① 

】

は
じ
め
ま
し
て
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
で
す

　

私
た
ち
は
全
国
各
地
よ
り
三
好
市
へ
来
て
、
７
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
で
す
。
現
在
は
三
好
市
を
知
る
た
め
の
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
各
自
す
で
に
各
地
域
や
グ
ル
ー
プ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
徐
々
に
三
好
市
に
馴
染
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
後
、
様
々
な
地
域
力
の
維
持
や
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
期
間
終
了
後
も
三
好
市
に
定
住
で
き
る
よ
う
な
活
動
も
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
各
隊
員
か
ら
の
挨
拶
を
紹
介
し
、
今
後
は
毎
月
市
報
に
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
町
で
見
か
け

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先
三好市地域振興課
　　( 電話 72-7649）

【特技】　
フランス語、自然農
法で自給農

【持ってない物】
エアコン・洗濯
機（100 ％ 手
洗い）テレビ・
掃除機。全部
手作業です。

日本の伝統的暮
らしは、世界に誇
る知恵袋です！

【やりたいこと】
体験型観光→その

ため、日当たりの
良い、田畑付き
古民家を探して
います。
【求めること】
心豊かな楽し
い暮らし　
皆さんのお話を

お聞きしたいです。
どうぞよろしくお願

いします。

何でも自分でやってみよう !
上條 由紀子

※このコーナーは地域おこし協力隊のメンバーで企画・作成をしました

茂
しげ

  泉
いずみ

   賢
けん

  弥
や

出身　静岡県御殿場市
趣味　鉄道旅行

元 JR 社員の知識を生かし全国を
旅しています。
特技　山仕事　

祖父の畑で汗を流しています。
力仕事はお任せください。

私は昔から祖父母を訪ねに帰省
し、素晴らしい自然や心あたたま
る人たちに救われました。本当に
皆さまに必要なことを一緒に見
つけさせてください。この街に残
る大切なものを後世に残せるよ
うに全力で頑張ります。
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吉田絵美
徳島市出身

mail:
emiyoshida80@gmail.com

東京で雑貨の
商品開発・買い付けの

仕事を7年程していました。
三好市では地域の可能性を掘り下

げて、全国に発信できる魅力的な
商品を開発販売促進をたいと考えて
います！三好市のみなさまの

ご自慢の"もの"を教えて頂け
ればと思います！

趣味は
食べることと

色んな方の話を
聞くこと。三好の
昔の暮らし方や町
 の伝説等にも

 興味があ
ります。



［ 組織図 ］

 

基
本
理
念　

「
心
と
き
め
く
文
化
・
交
流
の
広
場
」
を
基
本

理
念
と
し
、
文
化
を
核
と
し
た
活
動
の
展
開

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、
市
民
が
生
き
活
き
と
輝
く
こ
と
に

よ
り
、
市
全
体
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
の
経
過

平
成
9
年
に
策
定
さ
れ
た
「
徳
島
県
新
長
期
計

画
」
の
中
で
、
県
西
部
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
を
核
と
し
た
交
流
拠
点
施
設
の
整
備

が
謳
わ
れ
た
こ
と
を
手
始
め
に
、議
会
、行
政
、

民
間
を
問
わ
ず
様
々
な
立
場
に
お
い
て
検
討

さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
研
究

事
業
の
中
で
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
団
体
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
更
に
調
査
、
研
究
、
分

析
を
重
ね
本
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

 

整
備
候
補
地

池
田
町
マ
チ「
船
井
電
機
池
田
工
場
跡
地
」（
敷

地
面
積
約
１
６
０
０
０
㎡
）
と
し
ま
す
。
隣

接
す
る
池
田
総
合
体
育
館
、
丸
山
公
園
と
の

連
携
に
よ
る
「
交
流
拠
点
エ
リ
ア
」
と
し
て

の
役
割
と
、
中
心
市
街
地
と
の
連
接
性
を
活

か
し
回
遊
性
、
滞
留
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
来
月
号
へ
つ
づ
く
）

　

今
年
度
三
好
市
で
は
、
基
本
計
画
を
も
と

に
、　

交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
を
よ
り
具

体
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、「
実
施
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
実
施
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

「
三
好
市
交
流
拠
点
施
設
整
備
実
施
計
画
策

定
委
員
会
」
を
、そ
の
内
部
組
織
と
し
て
「
市

民
部
会
」
お
よ
び
「
行
政
部
会
」
を
設
置
し

そ
の
計
画
案
を
検
討
、
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
市
民
と
行
政
の
協
働
事
業
」
と
し
て
整

備
を
進
め
る
う
え
で
、
広
く
市
民
の
声
を
活

か
せ
る
も
の
と
す
る
た
め
、「
市
民
部
会
員
」

を
公
募
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
意
見
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
次
の
募
集
要

領
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数

　
2
～
3
名
程
度

▼
募
集
期
間

　

8
月
10
日
（
水
）
～
9
月
9
日
（
金
）

▼
応
募
資
格

平
成
23
年
4
月
１
日
現
在
、
満
18
歳
以
上

で
、
市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
し
、
交
流

拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
。

▼
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

（
実
施
計
画
策
定
ま
で
）

▼
会
議

　
年
数
回
程
度
開
催
予
定

「
三
好
市
交
流
拠
点
施
設
整
備
基
本
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

1 目指すべき方向性

① 既存施設の有効活用を図り有機的な連携を図る
② 中心市街地活性化の中核性を確保する
③ 旧町村の特徴を活かしながら一体感を醸成する
④ 各地域や活動を結び文化芸術活動、文化交流を通じた

 新しいまちづくりを目指す
⑤ 文化芸術の交流拠点となる施設とする
⑥ 三好市の特性をアピールできる施設とする

3 運営のあり方

① 効率的で長期にわたり維持可能な運営
② 柔軟性のある利用しやすい運営
③ 市民と行政の協働運営
④ 専門性を備えた人材配置
⑤ 各施設との連携による市民の活動の中核的な拠点づくり
⑥ 透明性の高い運営

2 活動・事業のあり方

① 交流・連携事業
　（交流の機会提供・教育福祉施設との連携）
② 普及事業
　（文化芸術にふれるきっかけづくり・参加体験・出前事業等）
③ 鑑賞事業
　（優れた文化芸術の鑑賞機会の提供）
④ 情報事業
　（文化活動の情報収集・活用・提供・発信）
⑤ 育成事業
　（人材育成と伝統文化継承団体等への支援）
⑥ 施設提供事業
　（文化芸術・交流活動をサポートするための諸室提供）
⑦ 創造事業
　（市民の文化芸術活動の創造支援）

　

21
世
紀
を
迎
え
た
今
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
文
化
を
継
承
、
発
展
さ
せ
、
独
創
性
の
あ
る
新
た
な
文
化

の
創
造
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、私
た
ち
市
民
に
課
さ
れ
た
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、

文
化
芸
術
が
果
た
す
役
割
は
、
心
豊
か
な
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も

の
で
す
。

　

そ
こ
で
、三
好
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、地
方
分
権
の
時
代
に
即
し
た
「
活

力
と
魅
力
溢
れ
る
三
好
市
」
を
目
指
し
、
そ
の
核
と
な
る
交
流
拠
点
施
設
の
基
本
理
念
と
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
三
好
市
交
流
拠
点
施
設
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
・
来
月
号
で
、
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

行政部会市民部会

交流拠点施設整備実施計画
策定委員会

市 長 ・学識経験者　　・部会代表　　（若干名）

・各種団体代表
・公募市民
　　　　（若干名）

・行政内部の職員
　　　　（若干名）

交流拠点施設整備実施計画
策定市民委員を募集します

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
、「
応
募
の
動
機
、
あ
な

た
が
思
う
交
流
拠
点
の
あ
り
方
な
ど
」

（
４
０
０
字
以
内
）
を
記
載
の
う
え
、持
参
、

郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

市
役
所
2
階
文
化
交
流
推
進
室
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
任
意
の
様
式

で
の
応
募
も
可
で
す
が
、
①
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
②
住
所
、
③
年
齢
、
④
職
業
（
学

校
名
）、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
「
応
募
の
動

機
、
あ
な
た
が
思
う
交
流
拠
点
の
あ
り
方

な
ど
」（
４
０
０
字
以
内
）を
明
記
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法

お
送
り
い
た
だ
い
た
応
募
用
紙
に
よ
る
書

類
審
査
と
し
ま
す
。

▼
結
果
通
知

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▼
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
７
８-

８
５
０
１

三
好
市
池
田
町
シ
ン
マ
チ
１
５
０
０-

２

三
好
市
企
画
調
整
課
文
化
交
流
推
進
室

電
話　

０
８
８
３-

７
２-

７
６
３
３

Ｅ
メ
ー
ル

bunkakouryu
＠
city.tokushim

a-
m
iyoshi.lg.jp
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被
災
地
で
の
支
援
活
動
を
報
告

　

東
日
本
大
震
災
の
災
害
支
援
報
告
会
が
、

7
月
18
日
に
池
田
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
、

市
内
の
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
関
係
者
ら

１
６
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
三
好
市
・
み
よ
し
広
域
連
合
・

三
好
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
徳
島
県
西
部
総

合
県
民
局
か
ら
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
５
名

の
職
員
が
、
被
災
地
の
状
況
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
行
っ
て
き
た
支
援
内
容
の
報
告
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
好
市
出
身
で
陸
上

自
衛
隊
第
14
旅
団
長
の
井
上
武
さ
ん
か
ら
、

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
等
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
避
難
所
で

の
生
活
支
援
な
ど
、
現
場
到
着
か
ら
3
か
月

に
わ
た
り
「
被
災
者
に
寄
り
添
う
」
こ
と
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
た
自
衛
隊
の
支
援
活

動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
徳

島
県
で
も
起
こ
り

う
る
大
地
震
発
生

時
の
状
況
や
課
題

な
ど
に
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

文
化
審
議
会
（
西
原
鈴
子
会
長
）
は
、

平
成
23
年
７
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
同
審

議
会
文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決
を
経

て
、
三
好
市
池
田
町
州
津
の
箸
蔵
寺
に
あ

る「
高
灯
籠
」「
手
水
舎
」「
中
門
」「
仁
王
門
」

の
4
件
を
登
録
有
形
文
化
財
と
す
る
よ
う

高
木
義
明
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し

た
。
年
内
に
は
正
式
に
登
録
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。
い
ず
れ
も
国
土
の
歴
史
的
景
観

に
寄
与
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　【
箸
蔵
寺
高
灯
籠
（
明
治
17
年
建
立
）】

高
さ
21
・
3
メ
ー
ト
ル
、
木
造
の
二
重

灯
籠
で
、
袴
腰
付
き
の
宝
ほ
う
ぎ
ょ
う形

造
り
桟
瓦

ぶ
き
で
す
。
上
の
層
は
、
柱
や
天
井
を

漆
喰
で
塗
り
込
め
て
お
り
、
四
面
に
上

枠
を
花
形
に
造
っ
た
花か
と
う
ま
ど

頭
窓
が
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
は
吉
野
川
を
遡
上
す
る
船

か
ら
見
え
る
高
台
に
位
置
し
、
灯
台
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

【
箸
蔵
寺
手
水
舎
（
明
治
29
年
建
立
）】

本
殿
の
東
南
に
位
置
し
て
お
り
、
四
方

は
吹
き
放
し
で
、
軒
は
二
軒
繁
垂
木
、

屋
根
は
入
母
屋
造
り
桟
瓦
ぶ
き
で
す
。

琵
琶
板
に
植
物
の
紋
様
を
飾
り
、
手
水

鉢
の
四
隅
を
石
製
の
邪
鬼
で
支
え
る
な

ど
、
装
飾
性
に
富
ん
だ
手
水
舎
で
す
。

【
箸
蔵
寺
中
門
（
明
治
前
期
建
立
）】

切
妻
造
り
桟
瓦
ぶ
き
の
一
間
薬
医
門

で
、
両
側
に
袖
塀
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
五
平
の
本
柱
を
冠
木
や
虹
の
よ
う

に
や
や
弓
な
り
に
曲
が
っ
た
形
の
ま
ぐ

さ
で
固
め
、
男
梁
を
四
通
り
に
か
け
て

い
ま
す
。
規
模
が
大
き
く
威
厳
の
あ
る

構
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
箸
蔵
寺
仁
王
門
（
明
治
13
年
建
立
）】

三
間
一
戸
の
二
重
門
で
、
入
母
屋
造
り

桟
瓦
ぶ
き
で
す
。
上
重
の
正
面
中
央
に

は
両
開
き
の
桟
唐
戸
、
両
脇
間
に
は
花

頭
窓
が
あ
り
ま
す
。
内
部
は
一
室
で
、

側
・
背
面
に
接
し
て
壇
を
構
え
て
い
ま

す
。
近
代
に
お
け
る
禅
宗
様
二
重
門
の

優
品
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
録
に
よ
り
、
箸
蔵
寺
に
は
11

件
（
重
要
文
化
財
6
件
、
県
指
定
有
形
文

化
財
1
件
、
登
録
有
形
文
化
財
4
件
）
の

文
化
財
建
造
物
が
揃
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

三
好
市
内
の
登
録
有
形
文
化
財
は
8
件

と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（
電
話
７
２-

３
９
１
０
）

箸
蔵
寺
の
建
造
物
4
件
を

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
答
申

箸蔵寺高灯籠

箸蔵寺手水舎

箸蔵寺中門

箸蔵寺仁王門

8 月 30 日（火）から 9 月 5 日（月）までは防災週間です。三好市では 9 月 4 日の午前中に情報伝
達訓練を行い、午後から次のとおり「三好市防災フェア」を開催いたします。体験コーナー、展示コー
ナー、啓発コーナーなどを設置して、市民の防災意識の高揚と、防災知識の普及・啓発を図るため、
楽しみながら防災について学べるイベントを開催します。

テーマ：みんなで考えよう防災
日　時：9 月 4 日（日）　13 時～ 16 時 30 分　
場　所：フレスポ阿波池田 駐車場内（池田町サラダ 1612-2）

～ 見て・体験して・遊んで学べる ～

三好市防災フェアを開催します

「体験コーナー」
・地震体験車
・降雨体験装置
・土石流3D体験シアター
・煙体験機
・非常食の試食

「緊急車両および
災害対策用車両・資機材の展示」
・消防車、救助工作車、パトカー、
白バイ、自衛隊車両など

「啓発コーナー」
・災害記録写真パネル展
・防災用品の展示
・住宅用火災警報器啓発コーナー

主催：三好市　　　　　　　　　　
お問い合わせ先：三好市危機管理課（電話 72-7625）

入場
無料

みなさまのお越しをお待ちしています！パトカー、白バイの展示

降雨体験装
置
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注
意
事
項　

　

平
成
24
年
4
月
以
降
の
実
施
予
定
で
あ
り
、

こ
の
事
業
が
行
わ
れ
な
い
可
能
性
も
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
募
集
内
容
は
、
平
成
23
年
度
事

業
実
施
要
綱
で
、
内
容
が
変
更
と
な
る
可
能

性
も
ご
ざ
い
ま
す
。

 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

三
好
市
地
域
振
興
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

７
６
４
９
）

　
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
…

　

三
好
市
危
機
管
理
課
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

７
６
２
５
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
普

及
広
報
に
関
わ
る
収
入
を
財
源
と
し
て
行
っ

て
い
る
事
業
で
す
。

  

助
成
対
象
事
業
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

　

助
成
対
象
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

は
、
市
町
村
に
お
け
る
自
治
会
・
町
内
会

な
ど
の
地
域
的
な
共
同
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
ま
た
は
そ
の
連
合
体
で
す
。

次
の
団
体
等
は
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

宗
教
団
体
、営
利
団
体
、公
益
法
人
、商
工
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
観
光
協
会
、
体
育
協
会
、

趣
味
の
愛
好
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
た
め
に

組
織
さ
れ
た
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
そ
の
他
そ
の

活
動
が
地
域
に
密
着
し
て
い
る
と
は
言
い
が

た
い
団
体
な
ど
。

自
主
防
災
組
織

　

助
成
対
象
と
な
る
自
主
防
災
組
織
は
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
お
よ
び
婦
人
防
火

 コミュニティ助成事業 助成内容
（平成 23 年度事業実施要綱）

事業名 助　成　概　要 助成金額

一般
コミュニティ
助成事業

住民が自主的に行うコミュニ
ティ活動の促進を図り、地域
の連帯感に基づく自治意識を
盛り上げることを目指すもの
で、コミュニティ活動に直接
必要な施設または設備の整備
に関する事業

100 万円〜
250 万円

地域防災組織
育成助成事業

一定地域の住民が当該地域を
災害から守るために自主的に
結成した組織（自主防災組織）、
婦人防火クラブまたはその連
合体が行う災害の被害防止活
動及び軽減活動に関する事業

30 万円〜
200 万円

コミュニティ
センター
助成事業

住民の行う自主的なコミュニ
ティ活動を積極的に推進し、
その健全な発展を図るため、
住民の需要の実態に応じた機
能を有する多目的な総合施設

（コミュニティセンター・自治
会集会所等）の建設整備に関
する事業

対象となる
総事業費の
5分の 3以
内に相当
する額

（上限 1500
万円）

青少年健全育
成助成事業

青少年の健全育成に資するた
め、主として小・中学生が参
加する、スポーツ・レクリェー
ション・文化・学習活動等に
関する事業

30 万円〜
100 万円

ク
ラ
ブ
（
消
防
団
は
除
き
ま
す
）
ま
た
は

そ
の
連
合
体
で
す
。

  

応
募
方
法　

　

申
請
書
の
受
付
期
限
を
平
成
23
年
9
月
10

日
ま
で
と
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
等
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
交
付
申
請
は
一

団
体
に
つ
き
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　

助
成
希
望
額
が
限
度
額
を
上
回
る
場
合
は
、

団
体
等
で
負
担
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
請
し
た
事
業
に
対
す
る
助
成
の
採
択
・

不
採
択
お
よ
び
助
成
金
額
等
に
つ
い
て
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
採
択
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
考
え
る
市

民
委
員
会
で
は
、
条
例
に
盛
り
込

ん
で
ほ
し
い
内
容
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
の
提
案
に
つ
い
て
さ
ら

に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
市
民
へ
の
説
明
会
と
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

6
月
16
日
（
木
）
東
祖
谷
で

開
催
し
た
第
1
回
目
に
続
き
、
17

日
（
金
）
西
祖
谷
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
28
日
（
火
）
池
田
総
合
体

シリーズ まちづくり条例 第九弾

お問い合わせ先
三好市 企画調整課
電話 72-7607・ファックス 72-7202
kikakuchousei＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp

「始めよう 市民主役の まちづくり」

育
館
、29
日
（
水
）
井
川
公
民
館
、

30
日
（
木
）
三
野
公
民
館
、
7
月

4
日
（
月
）
山
城
公
民
館
で
開
催
、

計
１
５
９
人
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り

条
例
と
具
体
的
な
施
策
の
関
係
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
条
例
の
前
文
に
盛
り
込

む
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

「
定
住
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
雇
用
問

題
な
ど
具
体
策
に
ど
う
つ
な
が
る

の
か
、
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
具
体
的

な
施
策
を
定
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
ち
づ
く
り
条
例
住
民
説
明
会

　

開
催
報
告 

②
ま
せ
ん
が
、
市
民
と
行
政
が
共
有

す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
施

策
の
方
向
性
を
示
す
と
い
う
点
で
、

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
み
、
地
域
の
こ

と
は
地
域
で
判
断
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
条

例
は
、
三
好
市
が
自
立
し
た
自
治

体
と
し
て
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
の
土
台
と
し
て

の
条
例
で
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
「
自

治
体
の
憲
法
」
と
い
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
で
き
る

だ
け
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
条

例
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込

む
べ
き
か
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
く

過
程
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ら
6
回
の
説
明
会
で
い

た
だ
い
た
意
見
は
取
り
ま
と
め

た
う
え
で
、
今
後
開
始
予
定
の

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
審
議

会
」
に
提
出
し
ま
す
。

　

審
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
市

民
の
意
見
を
受
け
、
議
論
が
足

り
な
い
部
分
の
追
加
検
討
や
実

際
に
条
文
を
作
る
作
業
を
担
当
し

ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
考
え
る
市
民
委
員
会
の
委
員
、

学
識
経
験
者
、
市
役
所
職
員
、
市

議
会
議
員
な
ど
、
約
15
名
で
構
成

し
、
具
体
的
な
条
例
の
内
容
に
つ

い
て
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
審
議
会
が

始
ま
り
ま
す

平
成
24
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

募
集
を
し
ま
す
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徳
島
県
で
は
木
造
住
宅
の
耐

震
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平

成
23
年
度
6
月
補
正
予
算
で

「
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
を
創
設

し
ま
し
た
。

  

事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、

三
好
市
が
実
施
し
た
「
耐
震
診

断
」
で
評
点
が
1
・
0
未
満
と

な
っ
た
住
宅
で
す
。

　

そ
の
住
宅
で
実
施
す
る
「
耐

震
工
事
」と「
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
」

が
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
上
限
額
は
補
助
対

象
経
費
の
2
分
の
1
で
、
40
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
1
回
目
の
募
集
期
間
は
、

平
成
23
年
7
月
下
旬
か
ら
9
月

30
日
ま
で
で
す
。

※
過
去
に
木
造
住
宅
耐
震
化
促

進
事
業
の
改
修
支
援
事
業
補
助

金
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
方
、

ま
た
、
今
年
度
、
木
造
住
宅
耐

震
化
促
進
事
業
の
改
修
支
援
事

業
補
助
金
申
請
を
行
わ
れ
る
方

は
、「
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
の
申

請
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
申
し
込
み
先

三
好
市
建
設
部
管
理
課

電
話　

７
２-

７
６
８
１

■
お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
県
土
整
備
部
住
宅
課

耐
震
化
・
木
造
住
宅
担
当

電
話 

０
８
８-

６
２
１-

２
５
９
４

住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の

受
付
に
つ
い
て

　

三
好
市
は
、
平
成
18
年
に
4
町

2
村
が
合
併
を
行
い
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
旧
池
田
町
の
一
部

が
池
田
都
市
計
画
区
域
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
区

域
と
は
、一
体
的
な
都
市
と
し
て
、

総
合
的
に
整
備
し
、
開
発
お
よ
び

保
全
を
す
る
必
要
が
あ
る
区
域
の

こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
好
市
と
し

て
、
都
市
計
画
区
域
で
あ
る
池
田

都
市
計
画
域
と
都
市
計
画
区
域

外
の
地
域
と
の
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

計
画
の
策
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
都
市

の
将
来
像
や
土
地
の
利
用
方
針
等

を
定
め
た
、｢

三
好
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン｣

の
策
定
を
行

う
た
め
、「
三
好
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」
を

設
置
い
た
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
委
員
さ
ん
を
市

民
の
方
か
ら
公
募
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
ご
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
委
員
会
の
概
要
】

活
動
内
容
▽
2
～
3
時
間
程
度
の

会
議
（
平
日
）
を
任
期
中
に
6
回

程
度
実
施
予
定

委
員
の
構
成
▽
学
識
経
験
者
、
公

募
に
よ
る
市
民
、
関
係
団
体
の
代

表
者
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
、

三
好
市
の
職
員

委
員
数
▽
総
数
20
名
以
内

【
応
募
要
領
】

応
募
資
格
▽
次
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
方

①
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
で
、
三
好
市
に
1
年

以
上
在
住
さ
れ
て
い
る
方

②
こ
の
会
に
お
い
て
、
政
治
的
、

宗
教
的
ま
た
は
営
利
的
活
動
を

し
な
い
方

③
三
好
市
の
都
市
計
画
に
広
範
な

視
点
で
建
設
的
な
意
見
を
出
し

て
い
た
だ
け
る
方

募
集
人
数
▽
池
田
町
、
三
野
町
、

井
川
町
、
山
城
町
、
東
祖
谷
、
西

祖
谷
山
村
の
各
地
区
に
お
い
て
、

1
名
ず
つ

募
集
期
間
▽
平
成
23
年
８
月
15
日

～
8
月
31
日
（
郵
便
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）

任
期
▽
委
嘱
の
日
か
ら
策
定
が
終

了
す
る
ま
で
（
平
成
25
年
3
月
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

応
募
方
法
▽
市
の
都
市
計
画
に
関

す
る
意
見
（
４
０
０
字
以
内
）、

氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性

別
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
を

本
庁
建
設
部
管
理
課
・
各
総
合
支

所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
の
う

え
持
参
さ
れ
る
か
、郵
送
ま
た
は
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法
▽
い
た
だ
い
た
公
募
申

込
書
に
よ
り
選
考
し
、
選
考
結
果

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
9

月
中
旬
ご
ろ
文
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

そ
の
他
▽

①
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
留
意
し
、
他
の
目
的
に
は
使

用
し
ま
せ
ん
。

②
委
員
と
な
り
会
議
に
参
加
さ
れ

た
場
合
、
市
の
定
め
た
謝
金
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

③
申
し
込
み
に
よ
る
費
用
は
お
支

払
い
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
７
８-

０
０
０
２

三
好
市
池
田
町
マ
チ
２
４
５-

１

三
好
市
建
設
部
管
理
課　

電
話　
　

７
２-

７
６
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
２-

７
２
０
６

三
好
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

三野芝生第二北団地B 芝生 1 公 S54

井川中村南C団地 西井川 1 公 H7

池田新山団地 シンヤマ 1 公 S56

池田中西B団地 中西 1 ○ 公 S48

山城下川団地 下川 1 公 S52

山城下名２号団地 下名 2 公 S57

山城西宇１号団地 西宇 1 公 H3

山城永美団地 下川 1 公 H7

山城永美団地 下川 4 ○ 特 H7

山城伊予川団地 信正 1 ○ 特 H9

山城川口団地 引地 1 ○ 特 H12

西祖谷一宇団地 一宇 4 ○ 公 S60

西祖谷一宇第２団地 一宇 1 ○ 公 H8

西祖谷一宇第２団地 一宇 1 ○ 特 H8

西祖谷西岡団地 西岡 1 ○ 特 S62

西祖谷第２西岡団地 西岡 6 ○ 公 H4

西祖谷榎団地 榎 3 ○ 特 S53

西祖谷榎団地 榎 2 ○ 公 S53

西祖谷秘境ふるさと団地 一宇 11 ○ 貸 H13

東祖谷和田第1団地 和田 5 ○ 公 S53

東祖谷樫尾団地 樫尾 1 ○ 公 S54

東祖谷名頃団地 菅生 1 ○ 公 S53

東祖谷名頃団地 菅生 1 ○ 特 S53

東祖谷落合第2団地 落合 2 ○ 公 S53

公＝公営住宅　特＝特定公共賃貸住宅　貸＝貸付住宅　改＝改良住宅
市営住宅募集情報は市ホームページにも掲載しています

入居希望者は8月31日（水）17時 15分までに必
要書類をご持参のうえ、お申し込みください。

■ お申込みできる方
①現在、同居か同居しようとする親族がある方 ②現に
住宅に困っていることが明らかな方 ③税金・水道・保
育料等の公共料金を滞納していない方 ④所得が所定の
基準に該当する方⑤申込者または同居親族が暴力団員
でない方
■ 公営住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以下であるこ
と。ただし次の場合は所得合計が月額 21 万 4 千円以
下であれば入居可能です。①高齢者世帯（入居申込者
が 60 歳以上で同居しようとする親族全員が 18 歳未満
または 60 歳以上）②障害者世帯（入居者または同居
者が、障害者・戦傷病者・被爆者・引揚者等）③子
育て世帯（同居者に小学校就学前の子供のいる世帯）
■ 特定公共賃貸住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以上 48 万 7
千円以下
※上記の所得基準に当てはまらない方でも入居可能な
場合がありますので、お問い合わせください。
■ 貸付住宅の所得基準
入居世帯の所得基準なし
■ お申し込み・お問い合わせ先

池田地区　　三好市管理課　　（電話 72-7681）　
三野地区　　三野総合支所　　（電話 77-4804）　
井川地区　　井川総合支所　　（電話 78-5001）　
山城地区　　山城総合支所　　（電話 86-1111）　
西祖谷地区　西祖谷総合支所　（電話 87-2273）　
東祖谷地区　東祖谷出張所　　（電話 88-2896）　

市営住宅入居者募集

芝生堤防が完成しました
国土交通省が三野町で建設していた芝生堤防が完成し、7 月 22
日に完成式が行われました。芝生堤防は、豪雨による洪水氾濫や
浸水被害の発生を未然に防ぎ、地域住民の生命・財産を守ること
を目的に建設されました。また、堤防の完成により提外地に約
19 ヘクタールの利用可能な広大な土地が創出され、市ではこの
土地を「憩いと賑わいの交流の場」として、スポーツ施設等の多
目的広場を整備し、河川空間の有効利用を図っていきます。

2011.8　1011　市報 みよし



日
本
脳
炎

●　
●　
●　
●　
●　
●　

　

平
成
23
年
度
は
、
3
歳
・
4
歳

に
な
っ
た
お
子
さ
ん
に
加
え
、
小

学
4
年
生
・
小
学
3
年
生
で
9
歳

に
な
っ
た
お
子
さ
ん
に
は
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
（
1
期
初
回
・
追

加
）の
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
7
年
6
月
1
日
～

平
成
19
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧

奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、
予
防
接

種
の
機
会
を
逃
し
た
方
は
20
歳
未

満
の
間
に
定
期
予
防
接
種
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

通
常
の
2
期
（
9
歳
～
13
歳
で

1
回
）
の
接
種
お
よ
び
予
防
接
種

の
機
会
を
逃
し
た
方
の
接
種
は
、

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
所
得
や
養
育
の
状
況
を
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
給
す
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
判
定
す
る
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

8
月
16
日
（
火
）
～ 

8
月
26
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
８
時
30
分 

～ 

17
時

【
受
付
場
所
】

三
好
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

※
該
当
者
に
は
、
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
必
ず
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
児
童
扶
養
手
当
」

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は
、
監
護
・

養
育
さ
れ
て
い
る
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
年
度
末
（
政
令

で
定
め
る
障
害
の
あ
る
児
童
の
場
合
は
20
歳
）
ま
で
で
す
。

（
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

　

重
度
（
中
度
）
の
障
害
を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
、

生
計
を
維
持
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
三
好
市
子
育
て
支
援
課

　
（
☎
７
２-

７
６
４
８
）

・
各
総
合
支
所

積
極
的
勧
奨
に
な
い
た
め
、
対
象

者
へ
の
個
別
通
知
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

該
当
に
な
る
方
で
接
種
希
望
が

あ
る
場
合
は
、
三
好
市
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
の
積
極
的
勧
奨
が

差
し
控
え
ら
れ
た
お
子
さ
ん
に

対
す
る
接
種
機
会
の
確
保

① 

1
期
に
お
け
る
3
回
の
接
種

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
お
子
さ
ん

へ
の
接
種
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
次
の
通
り
で
す
。

過
去
に
1
～
2
回
接
種
を
受
け
た

お
子
さ
ん
▼
1
期
（
初
回
2
回
、

追
加
1
回
）
の
不
足
分
（
1
～
2

回
）
を
、
6
月
～
90
月
お
よ
び
9

歳
～
13
歳
未
満
の
年
齢
の
と
き
に

6
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
接
種

で
き
ま
す
。

1
期
の
接
種
を
全
く
受
け
て
い
な

い
お
子
さ
ん
▼
9
歳
～
13
歳
未
満

の
年
齢
の
と
き
に
6
日
か
ら
28
日

　

現
在
使
用
中
の
「
乳
幼
児

等
医
療
費
受
給
者
証
」
の
有

効
期
限
が
平
成
23
年
8
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

有
効
期
限
以
後
の
医
療
費
の

助
成
を
受
け
る
に
は
、
更
新
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
保
険
医
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
に
て
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
が
で
き
て
い
な
い

場
合
は
有
効
期
限
以
降
の
医

療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
保
険
医

務
課
よ
り
更
新
に
つ
い
て
の

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
で
通
知
が
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
三
好
市
保
険
医
務
課

　
（
☎
７
２-

７
６
１
３
）

ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
1
期
初
回

（
2
回
）
を
接
種
し
、
お
お
む
ね

1
年
経
過
し
た
時
期
に
1
期
追
加

（
1
回
）
を
接
種
で
き
ま
す
。

② 

平
成
7
年
6
月
1
日
か
ら
平

成
19
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
20

歳
未
満
で
、
1
期
、
2
期
の
接
種

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
お
子
さ
ん

へ
の
接
種
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
次
の
通
り
で
す
。

過
去
に
1
～
2
回
接
種
を
受
け
た

お
子
さ
ん
▼
1
期
（
初
回
2
回
、

追
加
1
回
）
の
不
足
分
（
1
〜

2
）
を
6
日
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
接
種
で
き
ま
す
。
2
期
接
種
分

（
第
4
回
目
）
は
、
9
歳
以
上
の

方
に
対
し
て
、
1
期
接
種
分
終
了

後
、
6
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て

接
種
で
き
ま
す
。

1
期
の
予
防
接
種
が
終
了
し
て
い

る
お
子
さ
ん
▼
2
期
接
種
分
（
第

4
回
目
）
は
、
9
歳
以
上
の
方
に

対
し
て
、
1
期
接
種
終
了
後
、
6

日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
接
種
で

き
ま
す
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
全
く
受

け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
▼
6
日
か

ら
28
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
1

期
初
回
分
（
2
回
）
を
接
種
し
、

お
お
む
ね
1
年
経
過
し
た
時
期
に

1
期
追
加
分
（
1
回
）
を
接
種
で

き
ま
す
。

　

2
期
接
種
分
（
4
回
目
）
は
、

9
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、
1
期

接
種
終
了
後
、
6
日
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
接
種
で
き
ま
す
。

麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン

●　
●　
●　
●　
●　
●

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
予
防
接
種
が
ま
だ
済
ん
で

い
な
い
方
で
、
接
種
を
希
望
す
る

方
は
、
少
し
で
も
早
く
免
疫
を
獲

得
す
る
た
め
に
、
夏
休
み
の
間
に

接
種
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
▼
三
好
市
に
住
民
票
が
あ

る
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

【
第
2
期
】
平
成
17
年
4
月
2
日

～
平
成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
（
小
学
校
に
入
学
前
の
1
年
間

に
相
当
す
る
年
齢
の
方
）

【
第
3
期
】
平
成
10
年
4
月
2
日

～
平
成
11
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
（
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
方
）

【
第
4
期
】
平
成
5
年
4
月
2
日

～
平
成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
（
高
校
3
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
方
）

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
第
１
期
）

予
防
接
種
対
象
の
方
、
他
の
種
類

の
定
期
予
防
接
種
に
該
当
し
て
い

る
方
も
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
該
当
時
期
に
忘
れ
ず
に
接
種

を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー
予
防
接
種
係

　
　
　
　
　
（
☎ 

７
２-

６
７
６
７
）

児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者の皆さん

現況届・所得状況届の提出を

予
防
接
種
の
お
し
ら
せ

乳幼児等医療費
受給者証の
更新について

私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

三好保健所では、地域医療を学習したい方や地域医療に興味のある方で、講習会に継続して参加で
きる方を募集しています。ぜひ、ご応募ください。

目的▼地域医療の課題について理解を深めることにより、地域医療を支援するための活動を主体的
に企画、実践したり、地域医療を支援する各種の取り組みに協力するなど、西部圏域における地域
医療支援の運動を普及する支援者およびリーダーとなる者を養成する。
日程▼平成 23 年 11 月 1 日・8 日・15 日の 3 日間
内容▼

【11 月 1 日】地域医療の課題（講師：三好保健所）
【11 月 8 日】三好病院の現状と今後の方向性（講師：三好病院）

消防から見た救急医療の現状と課題（講師：みよし広域連合消防本部）
【11 月 15 日】住民による地域支援活動（講師：三好病院を応援する会）、修了証書授与
応募方法▼ 9 月 20 日までに、電話かファクシミリでご連絡ください。定員 20 名で参加費は無料です。
※詳しい内容は、後日連絡させていただきます。
お申し込み先▼三好保健所
　主催：三好保健所、共催：三好病院を応援する会、三好病院、三好市、東みよし町

お問い合わせ先▼三好保健所 医療企画担当（☎ 72-1122、FAX 72-6884）
三好市役所 保険医務課（☎ 72-7613）

地域医療支援リーダー
養成講習会の
参加者を募集します
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水
分
補
給
で
防
ご
う

ス
ポ
ー
ツ
時
の
熱
中
症

昨年に引き続き、元池田高校野球部監督 蔦文也氏の業績を記念
した、第 4 回蔦文也杯選抜野球大会を開催します。
三好郡市をはじめ四国四県の 16 校の中学生が熱戦を繰り広げま
すので、是非応援に来てください。
今年は元池田高校野球部の梶田茂生さんが始球式を行います。

【開会式】8月 24日（水）8時 30分　池田球場
　始球式：元池田高校野球部 梶田茂生さん
【第１日】８月 24日（水）池田球場・山城球場
　1 回戦　　9 時 30 分〜　各４試合
【第２日】８月 25日（木）池田球場
　準々決勝 　9 時〜　４試合
【第３日】８月 27日（土）池田球場
　準決勝　9 時〜　2 試合　　　　　
　決　勝　 13 時〜
　閉会式　決勝戦終了後
※日程は、雨天順延する場合があります。

池田高校時代に蔦文也監督指導のもと、2 年生の春の第 57 回選抜野球大会で、外野手として
甲子園に出場しベスト 4。翌春の第 58 回選抜野球大会は、4 番・ピッチャーとして活躍し、
全国制覇。その後、筑波大学に進学、1 年生からレギュラーとして活躍。史上初の国立大学に
よる全国制覇に貢献。日本生命に入社し、都市対抗野球大会での優勝にも貢献。現在同社野球
部のコーチとして後進の指導に汗を流している。

主催　蔦文也杯選抜野球大会実行委員会
後援　三好市・三好市教育委員会・東みよし町・東みよし町教育委員会
お問い合わせ先 三好市教育委員会スポーツ健康課　電話 72-3917

第 4 回蔦文也杯選抜野球大会

白熱したプレイを間近で見れるチャンスです。
豪華景品の当たる抽選会も開催されます。ぜひご来場ください。
＊同日、池田町イタノ　水際公園　におきまして、様々なイベントが用意されておりますので、
あわせてお楽しみください。

四国アイランドリーグｐｌｕｓ2011コカ・コーラ杯公式戦

お問い合わせ先　三好市スポーツ健康課　電話 72-3917

日時　8 月 28 日（日）13 時プレイボール
場所　池田町イタノ 吉野川運動公園 池田球場
料金　無料（チケット不要）

徳島インディゴソックス 　vs　香川オリーブガイナーズ

スポーツ少年団は、1 人でも多くの青少年にスポーツのよろこびを提供し、スポーツをとおして青少年のこころ
と身体を育て、地域づくりに貢献することを理念に活動しています。
地域全体で子ども達を育てる気運が高まり、小学生～ 20 歳までの団員が指導者達のご尽力のもと、市内各地で
活動しています。市内のどの団にも参加できますので、興味のある方はお問い合せください。
各単位団での活動のほか、
□駅伝交流大会（12 月）□スポーツマーケット～高校生との交流～（2 月）　□研修会　などを計画しています。

単位団名称 主な活動種目 主な活動場所
馬路少年サッカースクールスポーツ少年団 サッカー 馬路小学校運動場他
徳島池田少年野球クラブスポーツ少年団 軟式野球 池田第一中学校運動場他
箸蔵スポーツ少年団 バレーボール 箸蔵小学校体育館
三縄ファイターズスポーツ少年団 バレーボール・軟式野球 三縄小学校体育館・運動場
池田西部少年野球スポーツ少年団 軟式野球 池田小学校運動場他
アワ池田サイレンススポーツ少年団 軟式野球 池田小学校運動場他
池田ジュニアフットボールクラブスポーツ少年団 サッカー 池田小学校運動場他
池田ジュニアバレーボールクラブスポーツ少年団 バレーボール他 池田小学校体育館他
いけだキッズプレイ倶楽部スポーツ少年団 ソフトテニス・ランニング他	池田小学校体育館・吉野川運動公園他
山城ファイターズスポーツ少年団 軟式野球他 山城総合グラウンド他
やましろジュニアバレーボールクラブスポーツ少年団 バレーボール 山城小学校体育館他
山城ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団 ミニバスケットボール 山城小学校体育館
井川スポーツ少年団 バレーボール・サッカー 辻小学校体育館・運動場他
三野若芝ミニバスケットボールスポーツ少年団 ミニバスケットボール 芝生小学校体育館・三野体育館
三野ジュニアバレーボールクラブスポーツ少年団 バレーボール 芝生小学校体育館
三野若芝野球部スポーツ少年団 軟式野球 三野グラウンド
三野 FCスポーツ少年団 サッカー 王地小学校運動場他
王地ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団 ミニバスケットボール 王地小学校体育館・三野体育館

平成 23 年度　三好市スポーツ少年団

次の時代を担う子ども達を育てる

三好市スポーツ少年団
三好市スポーツ少年団事務局

（池田総合体育館内）☎ 72-5755

梶田茂生さんのご紹介

阿 波 市 土成中学校（前年度優勝校）
三 豊 市 三野津中学校
観 音 寺 市 豊浜中学校
四国中央市 土居中学校
高 知 市 介良中学校
吉 野 川 市 市立川島中学校
阿 波 市 吉野中学校

美 馬 市 脇町中学校
穴吹・半田中学校（合同）

つ る ぎ 町 貞光中学校

東みよし町 三好中学校
三加茂中学校

三 好 市

池田中学校
三野中学校
山城中学校
井川中学校

第４回蔦文也杯選抜野球大会参加校一覧

　

7
月
9
日
、
池
田
小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
い
け
だ
キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
倶
楽
部
の
子
ど

も
達
や
指
導
者
を
対
象
に
「
水
分
補
給
と
熱

中
症
に
つ
い
て
」の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
大
塚
製
薬
の
林
威た

け
ひ
ろ宏

さ

ん
は
、
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
の

ど
が
渇
く
前
に
飲
む
、
1
回
に
が
ぶ
が
ぶ
飲

ま
ず
少
し
ず
つ
飲
む
、
少
し
冷
た
い
と
感
じ

る
温
度
の
も
の
を
飲
む
な
ど
熱
中
症
予
防

に
つ
い
て
、
子
ど
も
達
に
質
問
を
交
え
な
が

ら
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
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風
評
被
害
と
は
、
存
在
し
な
い

原
因
・
結
果
に
よ
る
噂
被
害
の
こ

と
。
多
く
の
例
で
は
災
害
、
事
故

で
の
不
適
切
又
は
誤
報
に
よ
り
、

生
産
物
の
品
質
低
下
や
ま
っ
た
く

存
在
し
な
い
汚
染
な
ど
を
懸
念
し

て
消
費
が
減
退
し
、
ま
っ
た
く
原

因
と
関
係
の
な
い
ほ
か
の
業
者
・

従
事
者
が
損
害
を
受
け
る
こ
と
。

（
国
語
辞
典
参
照
）

  

風
評
被
害
の
原
因
は
情
報
不
足

に
あ
り
ま
す
。
不
完
全
な
情
報
で

疑
問
が
あ
る
場
合
、
誰
も
が
自
分

の
身
を
守
ろ
う
と
し
慎
重
に
行
動

を
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
、
風

評
被
害
は
強
ま
る
の
で
す
。

  

風
評
被
害
を
な
く
す
に
は
「
正

確
な
情
報
を
提
供
す
る
」
こ
と
が

最
も
大
切
で
す
。

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
を
発
端
と
し
た
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
が
原
因
で
、

被
災
者
が
放
射
能
検
査
を
要
請
さ

れ
た
り
、
タ
ク
シ
ー
へ
の
乗
車
を

拒
否
さ
れ
た
り
、
同
様
に
農
作
物

や
工
業
製
品
へ
の
風
評
被
害
も
存

在
す
る
ほ
か
、
被
爆
を
恐
れ
て
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
（
原
発
事

故
と
は
無
縁
の
）
被
災
地
に
入
ろ

う
と
せ
ず
、
結
果
と
し
て
救
援
物

三好市役所人権室  ☎72-7622

青少年の健全育成を願って
三好市青少年健全育成大会
　　　　三好市青少年育成市民会議
　　　　三好市教育委員会生涯学習課　☎ 72-3900

青
少
年
育
成
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

平
成
23
年
7
月
6
日
（
水
）、
総
合
体
育
館
に

お
い
て
、
青
少
年
育
成
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
三
好
市
青
少
年
市
民
会
議
総
会
に

続
き
、
食
育
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
全
国
各
地

で
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
木
村
ま
さ
子
さ
ん

を
お
招
き
し
、「
育
み　

は
ぐ
く
ま
れ
」
を
演
題

に
、
命
を
い
た
だ
く
こ
と
を
意
識
し
て
食
べ
る

こ
と
が
、
母
親
が
心
に
届
く
言
葉
（
こ
と
の
は
）

を
子
ど
も
に
語
り
か
け
る
こ
と
が
、
い
か
に
大

切
か
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
講
演

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
講
演
会
に
は
４
０
２
名
の
参
加
が
あ

り
、
多
く
の
方
か
ら
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
一
部
で
す
が
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。感

謝
の
気
持
ち
や
言
葉
の
大
切
さ
を
あ
ら
た

め
て
素
晴
ら
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
講
演
会
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。（
10

代
男
性
）

命
の
素
晴
ら
し
さ
、
健
全
育
成
の
輪
を
広
げ

て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
と
て

も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。（
60
代
女
性
）

す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
温
か
く
感
じ

ま
し
た
。
自
分
自
身
を
ほ
め
る
こ
と
も
大

切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。（
40
代
女
性
）

当
た
り
前
の
事
に
気
づ
か
ず
に
い
た
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。（
70
代
女
性
）

と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。
心
の
ス
ト
レ
ス
を

か
か
え
て
い
た
の
で
、
自
分
を
ほ
め
る
っ

て
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
言
葉
に
す

る
と
い
う
事
、
と
て
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。（
50

代
女
性
）

わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
う
し
た
ら
よ
い
と

思
っ
て
も
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。自
分
を
ほ
め
て
み
ま
す
。（
70
代
女
性
）

資
が
被
災
者
に
行
き
渡
ら
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
が
起
き
て
い
ま
す
。

▼
「
福
島
県
か
ら
来
た
こ
と
を
隠

し
ま
す
か
。」
福
島
県
南
相
馬
市

の
男
子
児
童
は
千
葉
県
内
の
小
学

校
へ
の
転
入
手
続
き
で
、
教
師
か

ら
こ
う
聞
か
れ
、
母
親
は
意
味
が

よ
く
分
か
ら
ず
に
「
隠
さ
な
く
て

い
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と

男
児
の
席
は
教
卓
の
前
で
左
右
は

空
席
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
南
相
馬
市
か
ら
群
馬
県
へ
避
難

し
た
小
学
生
の
女
子
児
童
は
、「
福

島
県
か
ら
来
た
」
と
ク
ラ
ス
の
子

供
か
ら
避
け
ら
れ
た
り
、
陰
口
を

言
わ
れ
た
り
し
て
不
登
校
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
県
か
ら
来
た
と
言
う

だ
け
で
、
ホ
テ
ル
に
宿
泊
出
来
な

か
っ
た
と
い
っ
た
事
案
が
数
多
く

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
福
島
県
い
わ
き
市
の
運
送
会
社

は
、「
放
射
能
の
問
題
が
あ
る
の

で
、
い
わ
き
ナ
ン
バ
ー
で
来
な
い

で
ほ
し
い
」
と
い
う
取
引
先
の
依

頼
を
断
れ
ず
、
東
京
都
や
埼
玉
県

で
ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
、
荷
物
を
積

み
替
え
て
搬
送
し
ま
し
た
。
社
長

は
「
取
引
先
か
ら
『
い
わ
き
』
ナ

ン
バ
ー
で
来
る
な
と
言
わ
れ
た
ら

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
何
と
も
理

不
尽
だ
」
と
た
め
息
を
つ
い
た
と

言
い
ま
す
。

▼
福
島
県
田
村
市
に
工
場
を
持
つ

埼
玉
県
の
会
社
は
、福
島
ナ
ン
バ
ー

の
車
に
乗
っ
た
社
員
が
首
都
圏
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
利
用

を
拒
否
さ
れ
、埼
玉
県
内
ナ
ン
バ
ー

を
使
う
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
以

上
の
よ
う
な
風
評
被
害
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ほ

ん
の
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

  

放
射
能
の
影
響
を
心
配
す
る
あ

ま
り
な
の
で
し
ょ
う
が
、
不
安
感

や
思
い
込
み
か
ら
差
別
が
横
行
す

る
こ
と
は
大
変
残
念
だ
と
思
い
ま

す
。
根
拠
の
な
い
思
い
込
み
や
偏

見
で
差
別
す
る
こ
と
は
人
権
侵
害

に
つ
な
が
り
ま
す
。
差
別
さ
れ
た

人
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
復
興
に
向
け
て
立
ち
上
が
ろ

う
と
し
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
支

え
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。「
自
分
が

持
っ
て
い
る
情
報
が
正
し
い
か
ど

う
か
を
見
極
め
、 

思
い
や
り
の
気

持
ち
、
支
え
あ
う
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
」
改
め
て
心
を
一
つ

に
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。　

風
評
被
害

　

梶
川
さ
ん
は
現
在
、
市
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て

お
ら
れ
、
こ
の
日
は
県
や
市
、
た

く
さ
ん
の
家
族
や
入
所
者
の
方
々

か
ら
お
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
施
設
職
員
の
方
と

じ
ゃ
ん
け
ん
や
ボ
ー
ル
遊
び
を
楽

し
ん
だ
り
、
花
が
好
き
で
施
設
内

で
行
っ
て
い
る
生
け
花
教
室
に
も

参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

梶
川 
イ
ト 
さ
ん

（
三
野
町
太
刀
野
山
）

7/15

祝 

百
歳
到
達

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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9月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

お名前（ふりがな）、住所、誕生日、電話番号をご
記入のうえ、写真を三好市秘書広報課までお送り
ください。9 月号の締切は 8 月 20 日です。
★ 写真はトリミングします。また写真は返却でき

ませんので、ご了承ください。
★ デジカメ等の場合は、データを秘書広報課まで

直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.
tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

中央図書館
［一般書］■真夏の方程式／東野圭吾 ■日本を大切に
する仕事／山岡淳一郎 ■マラソン２年生／たかぎなお
こ ［児童書］■楽しく学ぶ小学生の地図帳／帝国書院
編集部 ■ラストラン／角野栄子 ■ランドセルのはる
やすみ／村上しいこ［絵本］ ■しまめぐり／桂文我 ■
ぴあのうさぎ／あきやまただし■あたらしいみかんの
むきかた／岡田好弘 

井川図書館
［一般書］■鼠、影を断つ／赤川次郎 ■蒼い猟犬／堂
場瞬一 ■先送りできない日本／池上彰 ［児童書］■ピ
アノはともだち／こうやまのりお■ゆうこのあさごはん
／やまわきゆりこ■斎藤祐樹／スポーツ伝説研究会

新着図書の紹介

Books

［児童書］井川図書館

日本と世界をくらべるえほん
著者：ふゆのいちこ 
日本で一番高い山「富士山」は、世
界の山に比べて高いのかな、低いの
かな。人口や面積、高い山や自動車
の生産量などを、日本と世界の 6 つ
の地域の一番の国と比べることで、
日本と世界の違いが見てわかります。

■ 9 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］

　　日時：毎週土曜日　  14 時〜 14 時 30 分

・おはなしひろば［井川図書館］

　　日時：毎週土曜日     10 時 30 分〜 11 時

■ 9 月の休館日

中央図書館　毎週水曜日

井川図書館　毎週火曜日

■ 巡回配本日程（9 月）

   5 日   三野 - 芝生小

     6 日   三野 - 三野幼 - 王地小

     8 日   池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前 - 白地小

     9 日   池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小

   12 日   池田 - 西山小 - 馬路小　  

   13 日   山城 - 政友小 - 大野小

   15 日   東祖谷 - 落合小 - 祖谷歴史館 - 栃之瀬小 

   16 日   池田 - 萩田商店前 - 箸蔵幼 - 佐野小

   20 日   西祖谷 - 檪生小

              山城 - 下名小 - 山城荘前

   22 日   井川 - 井内小 - 西井川小 

・都合により巡回日が変更・中止の場合がございます。

・ご利用になられる方は、三好市中央図書館（電話

72-2781）までお問い合わせください。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［一般書］中央図書館
スパイクス
著者：あさのあつこ
本能で走る碧李と、レースの天才・貢。
ライバルが対峙した時、その走りに
化学反応が起きる…。反発しながら
求め合う２人の少年。その肉体と感
性を瑞 し々い筆致で描いた、著者史
上最高最速小説。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

3才

いけだスポーツクラブ　9 月教室開設日

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　　　　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育
館。ただし、社交ダンスは保
健センター、グランドゴルフ・
ヒーロー養成教室 野球は吉野川
運動公園です。
☆都合で曜日や時間が変更に
なる場合がございます。

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 05・12・26
ヨーガ木曜コース 1・15
レッツ体力つくり 28
肩こり予防＆リフレッシュ体操 02・16
フィットネス＆マットピラティス 12・26
3Cチャレンジフィットネス 10 月から開始
フラベーシック/ステップアップフラ 調整中
社交ダンス 010
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金

教 室 名 開 設 日
　史跡巡りウォーキング お問い合せください

キッズ＆ジュニアスポーツプログラム
Jr バレーボール　 5・12・26
カワイげんきアップ体操教室 3・10・17・24
キッズサッカー＆フットサル 10・17・24
ヒーロー養成教室 バレー 1・8・15・22・29
ヒーロー養成教室 野球 17・24
Jrハンドボール（火） 6･13･20･27

スポーツの秋　
熱中症に注意して、スポーツしましよう。

真鍋 寿
す ず な

々菜 ちゃん

井川 2才

吉田 里
り ほ

穂 ちゃん

井川 1才

五島 穂
ほ た か

高 ちゃん

池田 1才

藤本 悠
ゆうだい

大 ちゃん

井川 1才

安宅 優
ゆ う ま

馬 ちゃん

池田 3才

近藤 沙
さ や か

耶佳 ちゃん

池田 3才

森脇 健
け ん た

太 ちゃん

三野 3才

柏原 健
け ん と

人 ちゃん

池田 2才

福田 優
ゆ う き

輝 ちゃん

池田 2才

的場 康
こうへい

平 ちゃん

池田 2才

宮内 宥
ゆ い

依 ちゃん

井川 2才

　小さい頃から食に対する関心を高めてもら
おうと、７月 30 日、4・5 歳児の親子を対象
に市保健センターで食育講演会が開かれまし
た。とくしま食育推進研究会の野間智子先生
を講師に迎え、はじめに手の指や野菜などが
描かれたパネルを使い楽しく食べ物のことを
学んだあと、野菜を使ったおやつ作りに挑戦
しました。子どもたちは慣れない手つきなが
らもお米を洗ったり、包丁を使って野菜を切っ
たりしました。保護者の方も、子どもたちの
ために一生懸命調理し、出来上がった料理を
全員でおいしく味わいました。

一
緒
に
学
ぼ
う
!
楽
し
い
食
育

　料理を作る楽しさを通じて食育について学ん
でもらおうと、8 月 2 日、市食生活改善推進協
議会と市学校食育推進委員会の共催で、おやこ
の食育教室が開かれました。参加した小学生ら
の親子はヘルスメイトとともに、ゆらゆらわか
めのすまし汁など計 3 品の料理づくりに挑戦
しました。子どもたちは自分で作った料理がで
きあがると待ちきれない様子で、おいしそうに
料理を味わいました。閉会にあたり、良い食習
慣や食育を学ぶ契機にと、子どもたちには家で
もしっかりお手伝いをしましょうと参加賞とし
て賞状が手渡されました。

槙山 斗
と う ま

真 ちゃん

井川 2才

お誕生日
おめでとう！

Happy Birthday

8 月

2011.8　1819　市報 みよし



まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

ふるさとの宝　神代踊を奉納
　毎年旧暦の 6 月 25 日、西祖谷山村の天満
神社で奉納される国指定重要無形民俗文化財
の神代踊。その起源は、学問の神様として知
られる菅原道真が讃岐守在任中に干ばつに苦
しむ農民のために行った雨乞い祈願だと伝え
られています。今年は 7 月 25 日に行われ、
神社の境内では太鼓や鉦の音が鳴り響く中、
あでやかで勇壮な踊りを地元保存会の会員ら
が披露し、訪れた写真愛好家や見物客が古式
ゆかしい踊りを見守りました。奉納が終わる
と見物客らも一緒に踊りを楽しみ、いにしえ
より伝わる伝統文化を体験しました。

オオムラサキを見つけたよ

　池田町の西山幼稚園で、日本の国
蝶のオオムラサキが見つかりました。
大きな羽を広げると紫色に白い斑点
がある美しい蝶で、7 月８日に幼稚
園の裏庭で教諭が発見しました。園
の飼育ケースで世話をしながら、2
人の園児たちと絵を描いたり、一緒
に写真を撮ったりしました。12 日に
裏庭に放すと、蝶はぱっと飛び去っ
ていきました。3 月に休園すること
になっている西山幼稚園。オオムラ
サキとの出会いは園児たちのいい思
い出となったことでしょう。

暑さ忘れる井川納涼祭

　毎年恒例となっている井川納涼祭
が7月24 日に辻小学校で開催され、
夕暮れ時になると涼を求めて多くの
市民が集まりました。会場では出店
が立ち並び、揚げたこ焼きの早食い
大会、阿波踊りや映画上映会などが
行われました。あつあつのたこ焼き
を口いっぱいにほおばり一生懸命食
べる参加者やなでしこ連による情緒
あふれる踊り、大型スクリーンによ
る映画上映。見ている人たちは夏の
暑さを忘れ思い思いの祭りを楽しん
でいました。また来年が楽しみです。

夏の夜空を彩る花火大会

　市内で最初の花火大会、丸山神社祇園祭花火大
会（上野祇園祭花火奉賛会主催）が 7 月 16 日に
行われました。
　神社周辺にはいろいろな露天が並び、夏祭りの
雰囲気を盛り上げました。空が暗くなりだすと、
神社には家族連れや浴衣姿の人などたくさんの人
が押し寄せ、最初の花火が打ち上げられると大き
な歓声が沸きあがりました。約 1 時間、夏の夜空
に浮かぶ色鮮やかな花火を見上げていると、暑さ
も忘れ、心地よい気分になりました。

妖怪屋敷1周年を祝う
　妖怪屋敷、石の博物館などで多くの人を惹きつけ
ている道の駅大歩危で、リニューアルオープンから
丸 1 周年を迎えて記念イベントが開催されました。
　7 月 30 日には、前夜祭としてナイトミュージアム
が開催され、約 40 人の参加者が語り部の案内のも
と夜の妖怪屋敷を楽しみました。31 日の妖怪パレー
ドではこなき爺やのびあがりなど 16 体の着ぐるみ
が登場し、子ども達と触れ合いました。また、妖怪
伝説にまつわる紙芝居や妖怪音頭が披露され、妖怪
屋敷の魅力が凝縮された一日になりました。

移転後10万人を突破

　昨年 4 月 1 日に移転オープンした
三好市中央図書館の来館者数が 7 月
4 日、当初目標の年間 5 万人を大幅
に上回り、10 万人を突破しました。
　この日、10 万人目となった高松市
の会社員清水直樹さんには花束と記
念品が贈られました。今後も利用者
の声を大切にし、様々な催しを企画
することなどにより、身近で魅力あ
る図書館の充実を図っていこうと取
り組んでいる三好市中央図書館。夏
休みや読書の秋に向けて、ぜひ訪れ
てみてはいかがでしょうか。

TVの舞台裏を披露

 　7 月 18 日、三好市医師会准看護学院創立 50 周年を記
念し、食と健康をテーマにした長寿番組「ためしてガッテ
ン」の小野文惠アナウンサーを迎え、池田総合体育館で講
演会が開催されました。講演では参加者に向けて番組の舞
台裏や筋力年齢測定、食と健康クイズなどを面白おかしく
紹介しながら番組作りの掟を披露されました。最後にテレ
ビの舞台裏を知ってもらい、より厳しいまなざしをテレビ
番組に向けてほしいと話されました。

犬の助役さんが観光客をお出迎え
　JR 大歩危駅に犬の助役が就任し、7 月 9 日に同駅で戴帽
式が行われました。就任したのは、地元の住民団体「JR 大
歩危駅活性化協議会」のメンバーで、近くに住む藤川弘士
さんが飼っている柴犬の「虎太朗」です。今後は、毎週日
曜に出勤し、４月に就任した木彫りの「こなきじじい」駅
長とともに観光客を出迎えます。この日は、市出身で音楽
愛好家の中道悦子さんによるご当地ソングの初披露や、子
どもみこしが練り歩き交通安全の呼びかけもありました。

※ 7 月号で掲載した、山城小学校の【育て 緑の息吹】の記事について「1 年生から6 年生 54 名の生徒」を
「1 年生から6 年生全校生徒 82 名」に訂正しお詫びいたします。
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洗濯・脱水機が確実に停止してから
洗濯物を取り出してください▼洗
濯・脱水機が完全に止まる前に洗濯
物を取り出そうとすると衣類が指に
からまり大けが（時には指を切断）
します。ゆっくりした回転でも危険
です。
こんな時は故障の恐れがあり危険で
す▼脱水途中、フタを開けてから
15 秒以内に脱水槽が止まらない時。
フタロックが解除しても（脱水終了
音が鳴っても）洗濯・脱水槽が止ま
らない時。速やかに、ご購入の販売
店もしくは、下記問い合わせ先まで
ご相談ください。ただし、機種によっ
ては修理ができない場合もございま
すので、ご了承願います。 
お問い合わせ先▼一般社団法人日本
電気工業会家電部企画業務課（☎
03-3556-5887）

事業資金融資のご案内
融資額▼ 4,800 万円以内
返済期間▼運転資金８年以内（う
ち据置期間３年以内）、設備資金 15
年以内（うち据置期間３年以内）
　基準利率は平成 23 年 4 月 13 日
現在 2.25％です。ご利用には一定
要件があります。また、下記の①〜
③の要件に該当する場合は、それぞ
れに定める利率が適用されます。
①セーフティネット貸付のうち業況
が悪化している方▼年 1.95％（運
転資金）
②１に該当し雇用の維持・拡大に取
り組む方▼年 1.75％（運転資金）
③第三者保証人等を不要とする融資

（保証人がいない方）▼上乗せ金利
0.65％

児童なんでも相談室
相談日▼第 4 月曜日 10 時〜 12 時
相談場所▼子育て支援センター
お問い合わせ・ご相談先▼三好市地
域福祉課（☎ 72-7637）

三好市社協 法律相談
日時▼ 9 月 2 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼社協西祖
谷支所（☎ 87-2088）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日  井川老人福祉センター
 毎週水曜日  社協本所・池田支所 
 9 月 13 日　東祖谷 祖谷歴史館
 9 月 15 日　社協三野支所
 9 月 15 日   社協西祖谷支所
 9 月 21 日　山城総合支所
 ※三野は予約が必要です。
時間▼
13 時～ 16 時

（井川 10 時〜 12 時）
（山城・西祖谷 13 時〜 15 時）
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

相談日・相談場所▼
 9 月 8 日　三好市役所
 9 月 14 日　老人福祉センター（西祖谷） 
 9 月 20 日　三野公民館
 9 月 21 日   山城総合支所　
時間▼ 13 時〜 15 時

【子どもの人権なんでも相談】
相談日▼ 8 月 26 日（金）
相談場所▼三野公民館・三好市役所・
山城総合支所・井川総合支所・東祖谷
祖谷歴史館・老人福祉センター（西祖谷）
時間▼ 13 時〜 16 時
お問い合わせ先▼三好市市民課人権
室（☎ 72-7622）

みよし広域連合法律相談
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4 金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火～土曜日 10 時～ 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼
徳島西部ライフサポートセンター

（☎ 72-8611）

結婚相談
日時▼第 1・3 土曜日 13 時〜 16 時
相談場所▼三好市社会福祉協議会
お問い合わせ先▼さくら結婚サポー
トセンター（☎ 72-2495 渡辺）

　献血車では 400 ｍｌ献血のみ受
け付けしています。
採血可能年齢▼男性は 17 歳から 69
歳まで。女性は 18 歳から 69 歳ま
でです。ただし、65 歳から 69 歳ま
での方は、60 歳から 64 歳までに献
血の経験がある方に限られます。

身体障害者巡回相談
完全予約制となっておりますので、
事前にご予約ください。（身体障害
者手帳をお持ちのかたのみ）
日時▼ 9 月 1 日　10 時～ 11 時
場所▼三好市保健センター
実施科目▼整形外科（補装具につい
ての相談など）
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
市長寿・障害福祉課（☎ 72-7610）、
各総合支所

三好市行政相談
相談日・相談場所▼
 9 月 2 日　井川総合支所
 9 月 7 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 9 月 8 日　三好市役所
 　西祖谷総合支所
 9 月 20 日　三野公民館
 9 月 21 日　山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時
 （西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

人権相談
相談は無料で秘密は固く守られます。

国民年金の納付について
　国民年金保険料の納付は口座振替
が便利でお得です。金融機関等に行
く手間と時間が省けますし、自動引
落しで納め忘れの心配がありませ
ん。早割・前納を利用して最大 3,780
円の割引があり、一度の手続きで手
数料もかかりません。保険料を当月
末の口座振替（早割）にすると月々
50 円（年間 600 円）お得です。
　また、1 年度分または 6 か月分の
口座振替による前納はもっとお得
です。1 年度分の前納で 3,780 円、
6 か月分の前納で 1,020 円（年間
2,040 円）の割引となります。口座
振替が開始されるまで、お申し込み
後 2 か月程度かかりますので、お
申し込みはお早めにお願いします。
　すでに口座振替で前納されている
方（引き続き第１号被保険者である
方）は、毎年お申し込みしていただ
く必要はありません。
お申し込み▼口座振替申出書に必要
な事項を記入・押印（金融機関の届
出印）し、お近くの年金事務所または
金融機関窓口にお申し込みください。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3474）

洗濯機をご愛用の皆様へ
指を大けがする事故に気を付けてく
ださい▼このような事故を防ぐため
に、一般社団法人日本電機工業会で
は次のようなお願いをしております。

利率のお取り扱い期間は、平成 23 
年 9 月 30 日までです。
お問い合わせ先▼日本政策金融公庫
徳島支店（☎ 088-622-7271）

平成 23 年度国民健康保険税
納税通知書について

（訂正とお詫び）
一部の方の通知書裏面、国民健康保
険税のあらましの中に誤りがありま
した。なお、表面の税額等には誤り
はありません。正しくは、下記のと
おりです。
4. 課税限度額　
　医療分 51 万円　支援分 14 万円
　介護分 12 万円
お問い合わせ先▼三好市税務課国民
健康保険税担当（☎ 72-7615）

民生児童委員が交代しました
　池田町（新町中・新町西・北新町
西・杉尾通）担当の民生児童委員が
代わりました。前任者の退任により、
新しく勝瑞博文さん（池田町サラダ
1658 ☎ 72-0567）が厚生労働大臣
より委嘱されました。
　任期は平成 25 年 11 月 30 日まで
となります。
お問い合わせ先▼三好市地域福祉課

（☎ 72-7637）

献血にご協力お願いします
【8 月 19 日（金）】
フレスポ阿波池田駐車場　10 時～
16時（休憩12時30分～13時30分）

相 談

年 金

保健・福祉

そ の 他
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三好地域 3 高等学校
新学科・コース説明会

　平成24年度からそれぞれ新学科・
コースの設置を計画しております。
　つきましては、3 校合同の地域説
明会を開催いたしますのでお誘い合
わせの上、ご参加くださいますよう
お願いいたします。
日時・場所▼
8 月 27 日（土）
午前：東みよし町中央公民館
午後：西祖谷老人福祉センター

（駐車場：西祖谷総合支所）
8 月 28 日（日）
午前：山城公民館
午後：池田総合体育館
開始時間▼
午前：受付 10 時、説明会 10 時 30 分
午後：受付 13 時 30 分、説明会 14 時
対象▼三好郡・市各小中学校関係者

（児童生徒、保護者、教職員）
三好郡・市の地域住民
各高等学校関係者（PTA，同窓会など）
内容▼新学科・コース説明（各校
20 分）質疑・応答（30 分）
その他▼内容は同一ですので、ご都
合のよい会場へご参加ください。事
前の申し込みは不要です。ご自由に
ご参加ください。台風接近などによ
り、暴風・大雨警報発令時は中止と
いたします。
お問い合わせ先▼徳島県立三好高等
学校教務課（☎ 72-0805）、徳島県
立辻高等学校教務課（☎ 78-2331）、
徳島県立池田高等学校教務課（☎
72-1280）

浄化槽法定検査のお知らせ
　浄化槽を設置されている方は、1
年に 1 回、浄化槽の水質に関する
検査（法定検査）を受けなければな
らないと浄化槽法に規定されていま
す。法定検査は、保守点検、清掃が

法律で定める基準どおりに適正に実
施され、本来の機能が十分発揮され
ているかどうかを確認するため、水
質検査を中心として、外観検査、書
類検査（保守点検・清掃の記録の確
認）を行うものです。業者の方にお
願いしている浄化槽の保守点検・清
掃とは趣旨がまったく異なりますの
で、これとは別に 1 年に 1 回受け
なければいけません。
　次の期間に、徳島県知事指定検査
機関である、( 社 ) 徳島県環境技術
センターの職員が連絡・訪問します
ので、ご協力をお願いします。
期間▼ 9 月 5 日 ( 月 ) ～ 22 日 ( 木 )
対象地区▼三好市全域
お問い合わせ先▼ ( 社 ) 徳島県環境
技術センター（☎ 088-636-1234）

新規高卒者対象の
求人募集にご協力を

　現在ハローワークでは、来春高卒予
定者対象の求人を受け付けています。
　地元に就職を希望する生徒が昨年
度より大幅に増加しておりますが、
求人数はまだ十分ではありません。
高校生の採用により若年労働力を確
保することは、組織の活性化、ひい
ては三好地域の活性化につながるこ
とから非常に重要であると考えられ
ます。「私たちにチャンスをくださ
い」と多くの就職希望者が求人を
待っています。
   つきましては、一人でも多くの生
徒が地元で働く機会を得られますよ
う、格段のご理解、ご協力をお願い
いたします。
お問い合わせ先▼ハローワーク三好
職業相談部門（☎ 72-1221）

納め忘れはありませんか
　8 月 31 日は、国保税 2 期、市県
民税 2 期の納期限です。みなさん
の暮らしを支える大切な税金です。
納期内の納付をお願いします。

　 ダイヤル（☎ 0120-06-8881）
http://www.n-gaku.jp/life

クールビズ四国プラス
キャンペーンポスター募集

　四国地球温暖化対策推進連絡協議
会では，「クールビズ」を啓発する
四国ならではの特徴的な図案を募集
しています。
応募資格▼四国 4 県にお住まいの
方、四国４県でお仕事をされている
方、通勤、通学されている方
作品規格▼

【絵画・イラスト部門】B3 サイズ
（51cm×36cm） ま た は 四 つ 切 り
（54cm×38cm）の用紙を縦に使用
して描いてください。画材は、絵の

受付期間▼ 9 月 5 日～ 9 月 30 日
試験日▼ 11 月 19 日

【看護学生】
資格▼高卒（見込含）24 歳未満
受付期間▼ 9 月 5 日～ 9 月 30 日
試験日▼ 1 次 10 月 22 日

【防衛大学校学生】
資格▼高卒（見込含）21 歳未満（自
衛官は 23 歳未満）
受付期間▼（推薦）9 月 5 日～ 8 日、

（一般）9 月 5 日～ 9 月 30 日
試験日▼（推薦）9 月 24・25 日、（一
般）1 次 11 月 5・6 日

【防衛医科大学校学生】
資格▼高卒（見込含）21 歳未満
受付期間▼ 9 月 5 日～ 9 月 30 日
試験日▼ 1 次 10 月 29・30 日
お問い合わせ先▼自衛隊三好出張所

（☎ 72-0489）
http://www.mod.go.jp/gsdf/jieik
anbosyu/　

NHK 学園生涯学習講座
　NHK 学園の生涯学習講座には、
趣味・教養から語学・資格まで、幅
広いジャンルの講座が 200 コース
以上あります。通信講座で新しい趣
味・スキルを身につけてみませんか。
受講期間、受講料は講座によって異
なります。まずは、無料の案内書を
お気軽にご請求ください。
主な講座▼俳句、短歌、川柳、書道、
ペン字、写経、水彩画、絵手紙、写
真、自分史、古文書、漢方薬膳、ハー
ブ、折り紙、ハングル、セルフカウ
ンセリング、簿記など
※詳しくはお問い合わせください。
お問い合わせ先▼ NHK 学園（☎
042-572-3151）、案内書請求フリー

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614）

終戦当時の引揚者の方々へ
　税関では、お預かりしている次の
通貨・証券などをお返ししています。
・終戦後、外地から引き揚げてこら
れた方で、上陸港の税関・海運局に
預けられた通貨・証券など
・外地の集結地において、領事館な
どに預けられた証券などのうち、日
本に送還されたもの
　返還の申し出は、ご本人ばかりで
なく、ご家族の方でも結構です。お
心当たりの方は、最寄りの税関へお
問い合わせください。
お問い合わせ先▼小松島税関支署

（☎ 0885-32-0326）

職業訓練生募集
　県立阿南テクノスクール・西部テ
クノスクールでは、10 月入校の訓
練生を募集します。
募集訓練科▼ OA 処理科（阿南校）・
設備施工科（西部校）
定員▼各 15 人
訓練期間▼ 6 か月
申込締切▼ 9 月 2 日
対象▼離転職者等で、公共職業安定
所から受講あっせんを受けた人
入校願書は各県立テクノスクールお
よび公共職業安定所にあります。
お問い合わせ先▼阿南テクノスクー
ル（☎ 0884-26-0250）、西部テク
ノ ス ク ー ル（ ☎ 0883-62-3067）、
県労働雇用課（☎ 088-621-2344）

平成 23 年度自衛官等募集
【陸上自衛官（看護）】
資格▼看護師免許を有し、保健師・
助産師免許を有する者（見込含）で
36 歳未満

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　但し、火・水曜の22時以降は当直医が初期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

 9月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）
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三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

三木病院 三野 ☎77-3900

宮佐医院 池田 ☎72-0149

山城診療所 山城 ☎86-3230

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004
三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

北條病院 池田 ☎72-0007
三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

山下医院 三好 ☎79-2005

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

村山内科 池田 ☎72-2110

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

三野田中病院 三野 ☎77-2300

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

北條病院 池田 ☎72-0007

浜クリニック 池田 ☎72-0667

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三野田中病院 三野 ☎77-2300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

川原医院 三加茂 ☎82-2009

三木病院 三野 ☎77-3900

三木病院 三野 ☎77-3900
岸野医院 三野 ☎77-2001

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

たばこをやめたいけどやめられない方 禁煙外来しております
MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診・一般健診
禁煙外来・血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

随時受付中　お問い合わせください

糖尿病教室を開催しております。
　参加して一緒に勉強してみませんか？
　　詳しくは、ホームページをご覧ください。
　　　　　※ホームページリニューアルしました !!

暮 ら し

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内全域に配布されています。ぜひ、会社やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-7646）までお問い合わせになるか、三好市ホームページをご覧ください。

広告を
掲載しませんか？

具、色鉛筆など自由です。
【CG 制作部門】A2 サイズ縦（42cm
×59cm）で制作してください。（推
奨仕様：データは Illustrator、画像
解像度は 300dpi、画像サイズは実
寸、色指定は CMYK）
　応募点数は、１人につき１作品、
未発表のオリジナル作品に限ります。
応募方法▼住所・氏名（ふりがな）・
学校名・学年（学生の場合）・電話
番号を明記すること。コンピュータ
を使用して制作した作品について
は、作品の出力見本を A3 判に縮小
し、CD-R もしくは DVD-R に保存し
たデータを併せてお送りください。
応募締切▼９月30日（当日消印有効）
応募・お問い合わせ先▼
〒 770-0873  徳島市東沖洲１丁目
23 番地 徳島県地球温暖化防止活動
推進センター内 徳島県県民環境部
環境総局環境首都課新環境戦略担当

（☎ 088-678-6091）

募 集
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県立三好高等学校（☎ 72-0805）

赤十字医療講演と
救護活動報告

　命を守る人道活動を行っている
赤十字が、徳島赤十字病院の医師 2
名による医療講演と東日本大震災に
おける日本赤十字社徳島県支部の救
護活動報告を、赤十字セミナー「い
のちを守る」と称して開催します。
入場は無料です。ぜひご来場ください。
日時▼ 9 月 21 日（水）13 時 30 分
～ 16 時
場所▼三好市池田総合体育館
医療講演 演題・講師▼

「自分で分かる動脈硬化のみつけ方」
院長　日浅芳一氏

「徳島における救急・災害医療につ
いて」救命救急センター長・集中治

　不明な点がございましたら下記ま
でお問い合わせください。
お問い合わせ先▼三好市長寿・障害
福祉課高齢者福祉係（☎ 72-7612）

自然の学校と
バーベキュー大会

　自然体験や仲間との交流を通し
て、親子の絆を深め、子育ての悩み
を軽減し、子育ての楽しさを再発見
することを目的にふれあいの里さか
もとで自然の学校とバーベキュー大
会を開催します。ぜひご参加くださ
い。送迎バスもありますので乗車場
所をご相談ください。　
日時▼ 10 月 10 日　10 時〜 15 時
場所▼勝浦町 ふれあいの里さかもと
参加費▼ 1 名につき 500 円
対象▼子育て中の親子（3 才から小
学 6 年生以下）40 組
※申込多数の場合はひとり親家庭を
優先します。
内容▼バーベキュー・竹細工（水てっ
ぽう）
申込締切▼ 9 月 26 日
お申し込み・お問い合わせ先▼

（財）徳島県母子寡婦福祉連合会（☎
088-654-7418）

療科部長　福田靖氏
お問い合わせ先▼日本赤十字社徳島
県支部（☎ 088-631-6000）

敬老会の開催について
　敬老の日を中心として市内各地で
敬老会が開催されます。敬老会の対
象となる方は、平成 24 年 4 月 1 日
までに 77 歳以上の誕生日を迎える
方となります。
敬老祝金▼三好市より、その長寿を
祝福するため敬老祝金が贈呈されま
す。対象者と祝金額については次の
とおりです。

年　齢 金　額
77 歳 5,000 円
88 歳 10,000 円
99 歳 20,000 円

100 歳以上 50,000 円

　対象となる方は、平成 23 年 9 月
15 日現在、本市の住民基本台帳に
登録しすでに本市に 1 年以上居住
している方で、平成 23 年度に上記
対象年齢となる方です。
　敬老祝金の贈呈につきましては、
敬老会各会場で行われます。なお、
敬老会を欠席された方については、
後日贈呈の連絡をいたします。

　　
祖谷口の

夏フェスティバル 2011
日時▼ 8 月 14 日（日）19 時～ 22 時
場所▼川崎小学校グラウンド

（雨天時は体育館）
内容▼第 50 回記念納涼芸能祭（カ
ラオケ大会・児童歌踊り・老友会
歌・女性部三味線演奏他・川崎獅子
太鼓・若葉連阿波踊り・スペシャル
歌謡ショー・国見会劇・福引大会・
各種バザー大会など）、約 400 発の
納涼花火大会（21 時から 20 分間、
雨天順延）
主催▼祖谷口チャレンジ 21（中央
公民館川崎分館・下川天神クラブ）
共催▼老友会・女性部・国見会
後援▼三好市・三好市教育委員会
お問い合わせ先▼祖谷口チャレンジ
21（☎ 86-2202）

第 3 回三好市民
チャリティーゴルフ大会

日時▼ 8 月 28 日（日）7 時 30 分
場所▼レオマ高原ゴルフ倶楽部
参加資格▼三好市に住所を有する

者、および三好市内に勤務する者
参加料▼ 3,000 円（プレイ・食事別）
申込期間▼ 8 月 10 日〜 20 日
お申し込み▼下記お申し込み先に備
え付けの申込書に記載のうえ、参加
料を添えてお申し込みください。
お申し込み先▼池田地区：三好市池
田総合体育館（☎ 72-5755）, タカハ
シゴルフセンター , マナべスポーツ
東祖谷地区：小松千歳（☎ 88-5531）
酉祖谷地区：中岸良太（☎ 87-2471）
山城地区：元下国広（☎090-8975-8779）
井川地区：大西道夫（☎ 78-3318）
三野地区：藤川隆幸（☎ 77-3466）
レオマゴルフ：江口（☎ 86-2900）
お問い合わせ先▼三好市体育協会ゴ
ルフ部（岸上 ☎ 090-1009-4573）

県立三好高等学校開放講座
【趣味の園芸講座】
日時・内容▼

【第 1 回】9 月 7 日（水）・野菜の
コンテナ栽培

【第 2 回】10 月 5 日（水）・ホンシ
メジの培養

【第 3 回】 11 月 30 日（水）・ウメ
のせん定　

【第 4 回】12 月7日（水）・寄せ植え
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 三好市の人口

　男  性   14,544 人
（ - 31人） 

　女  性   16,397人　
（ - 8 人）

　総  数   30,941人
（ - 39 人）

　世帯数  13,687 戸
　　（ -4 戸） 

平成 23 年 8 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比
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催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

【第 5 回】 1 月 18 日（水） ・ パン
づくり  
時間は全て 13 時 30 分～ 15 時       
定員▼ 15 名
受講料▼ 4,000 円
場所▼徳島県立三好高等学校
申込締切▼ 8 月 31 日（定員になり
次第締切）
お申し込み・お問い合わせ先▼徳島
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□ 編集後記
人類最強の魔法、それは笑うこと。取
材で訪れた講演会での小野文惠アナ
ウンサーの言葉です。「ためしてガッテ
ン」を放送するうえで最も大切にしてい
ることについて、笑いを交えて語ってく
れました。情報発信には様 な々視点や
切り口が大切。知る喜びよりわかる喜
びを、わかりやすさを目指すのではなく、
わかりたくなるように伝えることが最大
の目的であり手段という「ガッテンの
掟」を胸に刻み、今後の広報紙の発
行につなげていければと思います。ま
ずは、一日一笑から実践です。（近）

8 月は夏のイベントが目白押し。その
中でも徳島の夏の祭りといえば阿波お
どりです。いけだ阿波おどりの取材で
踊り子さんたちを撮影するのも今年で
3 回目。体力的にはしんどいのですが、
どんな風に撮ろうと考えたり、撮った写
真を見ながらああすれば良かったなど
と思うのが、だんだんと楽しみになって
きました。しかし、写真の腕が上がれ
ばいいのですがそうでもないので、試
行錯誤の連続です。今年も演舞場で
汗だくになりながら、踊り子さんたちの
笑顔を待ってます。（長）

大具渡し跡
ー 三好市井川町西井川 ー

65
歩
目

　井川町西井川と池田町州津を結ぶ三好
大橋の南詰めの川岸に、大具渡し跡があ
ります。
　大具渡しは、明治 22 年の三好新道（現
国道 32 号）の開通とともに、これまで
の非営業渡船から営業渡船となりました。
明治 28 年 4 月に県営となり、船頭には一
定の棒給が支給され、一般乗船者は無料
となりました。大正 3 年、吉野川で初め
て川にワイヤーを張って舟とつなぐ岡田
式渡船が導入され、渡船は大型化し、増
水時でも渡れるようになり、輸送量も飛
躍的に進展しました。
　昭和 33 年の三好大橋の開通と同時にな
くなりましたが、県内の国道で最後まで
残った渡しでした。
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